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1 はじめに
本研究では，複数文書内に現れる事象間の因果関係
を抽出し，事象に対する全体像を俯瞰することを目的
とする．事象間の因果関係を捉えるために，文中に現れ
る節間関係や手がかり表現に着目し因果関係を抽出す
る．さらに，それぞれの文書から抽出された断片的な原
因と結果の因果関係をつなぐため，原因および結果の
表現間の柔軟なマッチングとして，Jaccard係数による
語彙集合の類似度の算出および，日本語WordNetで語
彙間の類義関係を加えて算出する Jaccard+Wordnet

を導入した．

2 因果関係抽出
2.1 抽出対象因果関係
因果関係を抽出するためには，節をつなぐ際の接続
詞に表現される因果関係を抽出すること [2]や構文パ
ターンを捉えて因果関係を抽出する手法 [3]，また因果
関係の強さをモダリティを考慮して決める手法 [4] な
ど様々な手法が存在する本研究では，因果関係を抽出
する方法として，節間関係を示す以下の表層表現（表 1
参照）と手がかり標識に基づいて因果関係を抽出する．

表 1: 節間関係を示す表層表現
節間関係 表層表現
理由 ～ので，～せいで
条件 ～ならば
目的 ～ために，～のに，～べく
逆説 ～けれど
同時 ～ならば

具体的には，以下の 10表現を手がかり標識とし因
果関係を抽出する．
「結果，」，「場合，」，「理由で，」，「目的で，」，「れば」，
「影響で，」，「より，」，「に伴う，」，「たら，」，「受け，」

2.2 因果関係の連鎖
因果関係の連鎖を発見ためには，ある因果関係の結
論が他の因果関係の原因であることを判別する必要が
ある．このことから，抽出した因果関係の結論部と原
因部が同じものを示しているかを判別しなくてはなら
ない．本研究では結論部および原因部において表現さ
れている語彙を対象に ‘語彙の一致’と，‘語彙の一致’
に ‘同義語 ’を組み合わせた二つの観点から因果関係
を抽出することを試みる．

2.2.1 Jaccard係数による語彙の一致
類似度を判定する文の中から名詞，動詞を抽出し語
彙の集合をそれぞれ A，Bとする時，集合 A，B，の
一致度を示す指標となる Jaccard係数を以下に示す．

Jaccard(A,B) =
|A ∩ B|
|A ∪ B|

(1)

語彙集合 A，Bをそれぞれ因果関係の結論部と他の
因果関係の原因部とみなして，時間順序を考慮した上
で因果関係の繋がりを Jaccard係数の値によって判定
する．

2.2.2 同義語の判定
同義語の判定には日本語 WordNet[5] を用いる．

WordNetは単語を類義関係のセット（synset）でグルー
プ化をしており，1つの synsetが 1つの同義語集合に
対応している．また synsetは上位語と下位語の関係で
リンクしており，類似度の尺度を用いて上位語階層の
概念への最短経路に基づいた 0から 1の範囲のスコア
を返す．例として「停止」と「中止」の語彙の類似度
を取ると 1.0であり，「状況」と「周囲」の類似度は 0.5
となる．

2.2.3 Jaccard + 日本語Wordnet

日本語WordNetを利用して得られた語彙の類似度
を sim(A, B)とすると，Jaccard + 日本語WordNet
により求められる，単語 a(a ∈ A)と単語 b(b ∈ B)の
類似度を式 (2)の様に定義する．

Jaccard + WordNet =

∑
a∈A,b∈B sim(a, b)

|A ∪ B|
(2)

式 (2)より，Jaccard係数では語彙の表層的な一致し
か取れなかったものが，語彙の類義関係が取れるよう
になり，より柔軟なマッチングが実現されると期待さ
れる．ここで，式 (2)の値は [0,1]ではないため，類似
の判定は値の相対的な大きさによって行う．

2.3 因果関係抽出のながれ
図 1に文中から因果関係を抽出する流れを示す．

図 1: 因果関係抽出のながれ

step 1. 因果関係抽出
1文中に 2.1節にに示した因果関係を表現する接
続詞または手がかり標識があるものを集める.

step 2. 原因部と結論部のペア生成
因果関係表現を前後に，前の部分を原因部，後ろ
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の部分を結論部として，それぞれから名詞と動詞
を取り出し，原因部と結論部の 1文を 2つのペア
に分ける.

step 3. 対象期間における因果関係連鎖の生成
ある文の原因部と他の文の結論部におけるそれぞ
れの名詞，動詞の Jaccard係数による語彙の一致
と，Jaccard + WordNetにる一致をそれぞれ測
り，予め設定した閾値を越えるものを因果関係の
連鎖として採用する．

3 実験
3.1 実験仕様
使用したデータは，朝日新聞，読売新聞，河北新聞
の東関東大震災に関する記事の 3月 11日からの 3月
13日までの新聞記事 621記事において，因果関係を抽
出することができた 1894 文を用いた．連続する 3日
間において，因果関係の連鎖があるかを Jaccard係数
と，Jaccard係数 + 日本WordNetの値を基に調査し
た．それぞれの指標から得られる因果関係の連鎖を可
視化ツールの一つである NetworkX[6]を用いて表す．

3.2 実験結果
一文から抽出された因果関係に対して，結論と原因
の総当たりの組を 3日間において求め，その結果，Jac-
card係数の値が 0.3以上ものと，WordNetの類似度
が 0.5 以上のペアを単語の意味が一致しているとし，
Jaccard + WordNetが 0.34以上の結論と原因の組に
対して，因果関係の連鎖があると判断した．
図 2，3に各々取得された因果関係上位 25件の連鎖
をNetworkXで示し，その内の一部の因果関係の連鎖
を詳細に示す．

図 2: Jaccard係数による因果関係の連鎖

3.3 考察
図 2の 12日から 13日の因果関係の連鎖を見ると，

Jaccard係数が 0.4以上の値で「放射性物質の拡散」に
ついての因果関係がとれていることがわかる．Jaccard
係数による語彙の一致では，文の中で重要な語彙が一致
していたため因果関係の話題が一貫しているものが連
鎖として取れていた．一方，図 3のJaccard+Wordnet

を使用した場合は，上位 25件の因果関係の連鎖の中
には，「放射性物質の拡散」についての連鎖は入ってお

図 3: Jaccard + WordNetによる因果関係の連鎖
らず，値が高いとされる因果関係の連鎖も「金融」と
「プロ野球の開幕」の話が繋がってしまっており，内容
が不明瞭なものが多くなってると判断する．このこと
は 3月 11日から 13日の 3日という短期間において 1
つの話題に対して統一された語彙が使われていたこと
を示している．これにより，Jaccard係数を用いた語
彙の一致の方が良い結果がでた．Jaccard+WordNet
では因果関係に対して，不要な繋がりを取ってしまっ
たと考えられる．

4 おわりに
東関東大震災に関する 3月 11日から 13日までの 3
日間の記事において因果関係の連鎖を抽出することを
試みた．本研究では 2つの指標を導入し因果の連鎖を
抽出することを試みたが，結果として語彙間の類義関
係を考慮しない Jaccard係数基づく因果関係連鎖の判
定が優れているという結果になった．このことは短い
期間での新聞記事は統一された語彙を使用する傾向が
強く，語彙の類義関係まで捉えた因果関係連鎖の抽出
は却って不正確なものになってしまったためと考える．
今回使用した Jaccard係数は異なる語彙集合 2つの類
似度を測ったが，他にも 1つの語彙集合からもう一方
の語彙集合の被覆度を考慮した指標などもあり，今後
様々な指標の導入を検討したい．
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